
工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮 　　尺 図面番号図　示 １  　３

総括平面図

総括平面図 S=1:250

文化市民局　元離宮二条城事務所

工事延長　L＝55ｍ
植栽工１式　　公園施設等撤去・移設工１式

工
事
起
点

工
事
終
点

令和８年度

外堀周辺景観向上植栽工事

京都市中京区二条通堀川西入
二条城町541番地



工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮 　　尺 図面番号

文化市民局　元離宮二条城事務所

外堀周辺景観向上植栽工事

図　示 ２  　３

高木伐採　N=80本

高木抜根　N=80本

撤去・植栽平面図

高木植栽　N=40本

支柱設置(布掛支柱)　L=20.0ｍ

撤去平面図

植栽平面図

S=1:250

令和８年度

撤去平面図・植栽平面図

高木伐採　N=16本

高木抜根　N=16本

高木植栽　N=16本

支柱設置(布掛支柱)　L=8.0ｍ

高木植栽工 本

工種/種別 細別 記号 規格・形状寸法等 数量 単位 備　　考

植栽工

56

ｍ

高木植栽
高木の種類:ｱﾗｶｼ,樹高(H):3.5m,幹周(C):0.15m

28.0支柱設置(布掛支柱)

凡例表（植栽）

,枝張(W):0.8m,幹巻作業:無し

樹木養生工

樹木伐採・抜根工 本

工種/種別 細別 記号 規格・形状寸法等 数量 単位 備　　考

公園施設等撤去・移設工

96高木伐採
ﾋﾟﾗｶﾝｻ生垣,樹高2.5m～3.5m,機械伐採,

96高木抜根

凡例表（撤去）

ﾁｪﾝｿｰの規格:ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ,鋸長600mm,排気量0.080L

本
ﾋﾟﾗｶﾝｻ生垣,樹高2.5m～3.5m,機械抜根,機械の種類
・規格:小型ﾊﾞｯｸﾎｳ,ﾁｪﾝｿｰ,ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ装置付

支柱の種類:布掛支柱,支柱:杉丸太φ80・L=3000
,横竹:青竹φ35・L=4000

2本/m

京都市中京区二条通堀川西入
二条城町541番地



工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮 　　尺 図面番号図　示 ３  　３

　支柱設置（布掛支柱）　

真珠岩系パーライト現況土

改良土内訳(1m3当り)

0.65m3

バーク堆肥

100リットル 250リットル

65% 10% 25%

3
0
0
0
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打
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横竹：青竹 φ35,L=4000

鉄釘N75

棕櫚縄結束

杉皮巻き・棕櫚縄φ3結束

二十綾掛　2回巻き

横竹：青竹 φ35・L=4000

支柱：杉丸太 φ80・L=3000

みやこ杣木

タナリス注入処理

2000

2000

植穴径

植
穴

深
さ

鉢径

鉢
の

深
さ

土壌改良〔埋戻容量〕

　現況土　　　　      ＝65％

　バーク堆肥　　　　　＝25％

　真珠岩系パーライト　＝10％

・土壌改良は「改良土内訳」に示す容量相当に行う。

鉢容量及び植穴容量

鉢径 鉢深さ 植穴径 植穴深 鉢容量 植穴容量 埋戻容量

(cm) (cm) (cm) (cm) (m3)

15 以上 20 未満 47 33 87 46 0.061 0.270 0.209

幹周(cm)
(m3) (m3)

備　考

植栽構造図

平面図 S=1:30

正面図 S=1:30

　土壌改良　

10ｍ 当り材　料　表支柱設置（布掛支柱）

布掛支柱

規　格 形状・寸法 単位 数　量

本φ80・L=3000
支柱：杉丸太

本 6.0φ35・L=4000

5.0

名　称 摘　要

タナリス注入処理

横竹：青竹

みやこ杣木

1本 当り材　料　表高木植栽

（高木植栽）

規　格 形状・寸法 単位 数　量

本 1.0

名　称 摘　要

幹周15cm以上25cm未満

支柱設置無し,改良材計上無し

小型ﾊﾞｯｸﾎｳ使用有,植樹割増有
,枝張(W):0.8m

土壌改良

ｍ3 0.209バーク堆肥

の材料費含む

公園植栽工

真珠岩系パーライト

植樹割増有

40L 20Kg 6.3袋 ※ｍ3当り使用数量

3mm以下 100.0ﾘｯﾄﾙ ※ｍ3当り使用数量

アラカシ：樹高(H):3.5m,幹周(C):0.15m

材料費のみ計上

植樹割増有

植樹割増有

・支柱設置（布掛支柱）で必要とする杉皮、棕櫚縄等の全ての雑材料は

 諸雑費に含む。

・植栽作業で生じる残土運搬及び敷均し作業は、支柱設置作業に含む。

 また、運搬場所については特記仕様書を参照とする。

令和８年度

植栽構造図

外堀周辺景観向上植栽工事

京都市中京区二条通堀川西入
二条城町541番地

文化市民局　元離宮二条城事務所

・現況土を改良土として再利用することが難しい場合は、監督職員と協議し指示に従うこと。


